
■タイ：原発計画の延期を受けガス発電所を増設 

発電公社（EGAT）の Somboon Arayaskul副総裁は 2011年 5月 24日、原子力発電計画（合

計 500万 kW：100万 kW×5基）の延期を受け、天然ガス火力発電所の新増設を急ぐと発

表した。それによると、ガス火力発電所 3 カ所の新増設計画があり、その内、南部（ソン

クラー県）の Chana発電所（80万 kWの増設、2014年運開予定）と中部（アユタヤ県）

のWang Noi発電所（80万 kWの増設、2015年運開予定）はすでに着工している。残る 1

か所は、バンコク市近郊のノンタブリ県に建設が計画されているNorth Bangkok発電所（80

万 kW の新設）である。3 カ所の建設費は総額 660 億バーツ（約 1,780億円）と見積もら

れている。 

 

 


